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①慣れない建物での生活　余震に耐えられるかの不安
②いろいろな施設、物資の共有、共同の生活に耐えられるだろうか？
③プライバシーが守られる生活ができるのだろうか？

など、など・・・・不安です。

そこで 「自宅」 を避難所として使用できるよう、
日ごろから次のことに努めていただけたらと思います。

・隣り近所、声を掛け合える「ご近所付き合い」

・家具の固定(転倒防止）　　耐震化工事。

・食料と水の確保

・非常用トイレの確保　

・火の用心　（自動遮断装置付き器具）　　

※各家庭で準備できることは準備してください。
①食料と飲料水⇒カップ麺、缶詰め食品、ペットボトルの水など３日分、

できれば１週間分の保存。
②断水⇒断水、下水道の破損で、水洗トイレは使用できません。

『マイトイレ用』として市のごみ袋、トイレットペーパーなど多めに準備。
③キャンプ用品を準備しておくのもよいでしょう。

（テント、カセットコンロ、食器等）
④子どもの食べ物（おやつ）、ペットフードなども必要です。

※各家庭で準備できることは準備してください。
①食料と飲料水⇒カップ麺、缶詰め食品、ペットボトルの水など３日分、

できれば１週間分の保存。
②トイレの確保⇒断水、下水道の破損で、水洗トイレは使用できません。

『マイトイレ用』として市のごみ袋、トイレットペーパーなど多めに準備。
③キャンプ用品を準備しておくのもよいでしょう。

（テント、カセットコンロ、食器等）
④子どもの食べ物（おやつ）、ペットフードなども必要です。

今後30年以内に７０～８０％の確率で発生するといわれています、
南海トラフ巨大地震。
発生した場合、熊地区で避難所に想定されているのは、亀城小学校、
刈谷東中学校、刈谷北高等学校の3か所が市指定避難所となってい
ます。指定避難所には､刈谷西部、刈谷中部、高津波、刈谷東部など
の各地区の方々も大勢避難する事が予想されます。
各避難所には十分な物資がありません、体育館等は決して快適な
住居ではありません。


